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DCアが高い草種は，スムースブロームグラス，リ　　クッキーブルーグラスなどを主としてあげることがで

－ドカナリーグラス，メドゥフェスタ，べレニアルラ

イグラスで，T D Nの高い革種は，べレエアルライグ

ラス，レクドトップ，レッドフェスタなどであった。

以上のことを結合して放牧用革種としての適応性を

考えると，オーチヤード，べレニアルライグラス，メ

ドゥフェスタ，トールフェスタ，レクドトップ，ケン

きる。
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1　は　じ　め　に

生牧草等を乾燥して圧縮成型するための施設を設置

することにより，粗飼料価値の向上，飼料給与の省力

化，輸送経費の節減等の新たな粗飼料形態を作出する

ために，昭和45年に岩手県がヨーロッパから導入し

た牧草高温瞬間乾燥圧縮成型機（以下，へイキューバ

ーという）についての機械性能，適応革種の摘出，製

品性状等の追究を行ったので，その中間成績概要につ

いて報告する。

2　試　験　方　法

1　供試筆種

オーチ　ヤードグラス

チモづ／－

オーチ　ヤードグラス十べレニアルテイグラス十ラジ

ノクローパ

オーチ　ヤードグラス十ラジノクローパ

2　刈取時期

1番草　5月18日～8月19日（穂卒期，出穂期，

開花期別）

2番革　6月25日～7月9日（1香草刈取後生育

日数　40日日，50日日，dO日日）

5番草　9月22日～9月29日

4番草　10月19日～11月1日

5　施　肥　量

1回且　草地化成212号　10アール当たり40毎

4月6日

2回目　草地化成212号　10アール当たり20極，

50毎　5月25日

5回目　草地化成212号　川アール当たり15晦

8月19日

4　供試施設の概要

（1）乾操圧縮成型機

・乾燥機（オランダ）W．Van・Den・BrOk．型

式　A－25

・付属装置：原料供給装置，燃焼装置，乾燥機およ

び付属装置，乾燥供給装置等

・乾燥機性能：材料水分85帝　時間当たり生産量

毎′b　500時（含水分10％）

・水分蒸発能力　2，500ヱ′h

・最大燃料消費量　∠′h　220ヱ

0成型機（西ドイツ）　AMAND8．KAHl

形式　8100－58　ローラダイ方式

製品生産量　噸′h1500～2000吻

0施設電動装置

総モーター出力　　141．12EW

モーター数　　　　　　1°基

ヒーター　　　　　　　　　　　　2

自動制御装置付

（2）施設の作業工程

10～50mm（平均207m以内）程度にフォーレー

ジ・′、－べスターによって的場で収穫切断した生草は，

第1図の順序に送り込まれてヘイキューブが生産され

る。

5　牧草収穫作業体系

へイキューパーに供給する生牧草の収穫作業体系は

第2回のとおりである。
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第1図　作業工程図

第2図　牧草収穫作業体系

5　試　験　結　果

1草種と成型

供試した草種は5種類で，革種ごとの検討は十分で

き得なかったが，穂争乱　出穂軋開花期の刈取時期

別の草種ごとの成型状況は第1表のとおりである。

オーチヤードグラスの成型は　出穂期8摘，　オー

チヤードクラス十ラジノクローバ＋べレニアルライグ

ラスの混播95勘　オーチヤードグラス＝0）＋ラジ

ノタロ－バ（40）96帝であった。開花期は，オー

チヤードグラス80軋　チモシー82軋　オーチヤード

グラス＋べレエアルライグラス十ラジノクロー′ミ混播

90肇，オーチヤードグラス（75）＋ラジノクローバ

（25）95多の順序で，オーチヤードグラス単楢の成

型が劣り，マメ科混楢は良好であった。

オーチヤードグラス十べレエアルライグラス十ラジ

ノタロ－バの混播の2番草刈取期別の成型状況は第2

表のとおりである。

マメ科の混播割合15多以上，1番草刈取後生育日

数40日～45日前後で10アール当たり収量1．800
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昭以内のときの成型が良好であった。2番草と5番革　成型率の関係は第5回のとおりで，オーチヤードタラ

のオーチヤードグラスと・混格（オ・べ・ラ）の成型　スは，多肥することで混稀の成型に近く良好になった。

は第5表のとおりである。2番草と5番草の施肥量と

第1裏　革毯別，刈取時期別の成型率

刈 取

時 期

草　　　 踵　　　 名

成　　　　 型　　　　 率　　 （％ ）

長 さ 5 5 m く 5 2 ～ 2 0 7椚 2 0 m ＞ く　　　　　 ず

確

率

期

オ ーチ ヤ ー ドグ ラ ス

べ レ ニア ル ラ イ グ ラ ス

ラ ジ ノ ク ロ ーバ

オ ーチ ヤ ー ド グ ラ ス （40 ）

ラ ジ ノ タ ロ －パ （dO ）

オ ー チ ヤ ー ド グ ラ ス

オ ー チ ヤ ー ドグ ラ ス （dO ）

ラ ン ノ タ ロ －パ （40 ）

5 占．0

8 4．5

1 7 5

5 1．6

5 エ 2

5 2．9

4 8．5

2 8．4

5．4

1．4

2 2．4

1 9 0

1．4

1．4

1 5．8

1．0

出

穂

期

オ ー チ ヤ ー ドグ ラ ス

ベ レ ニ ア ル ラ イ グ ラ ス

ラ ジ ノ ク ロ ーバ

オ ー チ ヤ ー ド グ ラ ス

オ ー チ ヤ ー ドグ ラ ス （d O）

ラ ジ ノ タ ロ － バ （40 ）

2 5．5

鼠 5

2 8．0

4 5．2

5 5．5

5 8．°

2 8．5

4 1．9

5 2．8

5．2

1 5．2

4．°

開

花

期

オ ー チ ヤ ー ドグ ラ ス

ペ レニ ア ル ラ イ グ ラ ス

ラ ジ ノ タ ロ －バ

オ ーチ ヤ ー ド グ ラ ス

1 0．8

2．8

2 5．9

2 4．5

5 5．5

5 5．4

1 0．0

1 R 5

チ モ シ ー

オ ーチ ヤ ー ドグ ラ ス （75 ）

ラ ジ ノ グ ロ ーバ （2 5）

4．9

1 0．4

2 1．9

5 1．1

5 4．9

5 1．2

1 8．S

Z 5

第2表　刈取時期と成型（混播）

1 番 草 刈 取 後

生 育 日 数

成　　 型　　　 割　　 合　 （％ ） 1 0 a 当 た り

収　 量

草　 種　 割　 合

長 さ 5 5 7m く 5 2 ～ 2 0 Ⅷ 2 0 m m 以 下 く　　 ず

日 日 ′
肇 ′′ ′′ 晦 ォ　 ‘0　 節

4 0 2 5．7 5 6．8 5 5．8 5．7 1．6 5 0 ベ 5 5

ラ 1 5

5 0 7 8 4 5 ．1 5 2．1 1 ヱ0 1．8 5 5

オ 5 5

－ミ 5 0

ラ 1 0

枯 5

d O 5 ．2 5 1．2 5 5．占 2 7 9 2 ，0 4 0

オ 5 0

べ 2 5

ラ 7

枯 2 0
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第5表　製品の性状

2　 番　 草 5　 番　 草

混　 播 混　 播オーチヤー

ドグラス

オーチヤー

ドグラス

含　 水　 分（％） 1 0．7 7 1 0，4 4 1 1．0 8 1 1．4 2

直　　 径（m ） 1 ヱ9 1 8．2 1 ス5 1 ＿エ4

長　　　 さ（間 ） 2 2．8 2 5．6 2 7 0 5 5．0

ヱ＞ 2 0 1 0．1 8 1 5．0 8 2 8．4 9 5 5．0 5

2　0　≧　 D 2 4．2 5 5 7 8 7 4 5．2 9 5 4．5 8

D ＞ ヱ 4 7 8 1 4 2．8 1 2 5．9 2 鼠5 1

く　　　 ず 1 Z 7 8 8．4 4 4．5 0 1．5 0

比

重

量

パ ラ（吻扉 ） 5 9 5 4 8 4 5 4 4 占0 0

単 体（才イガ） 0．7 1 7 0．9 4 8 0．9 7 1 1．1 5 5

第4表　磯棚日生能と草種
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第5図　施肥　量　と　成型

2　機械性能と革種

出穂期，開花期の草種ごとの機械性能は第4表のと

おりである。

刈　 取
草　 種

オ ーチヤードグラス

オーチヤードグラス オーチヤ ー ドグラス オ ーチヤー ドグラス

時　 期
調 査 項 目

アカタローバ

ラジノクローバ ラジ′クローバ

べ レエアルライ グラス

ラジノクローバ

出 材　　　 料　　 水　　 分
8 7　 認 8 9　 多 8 4．5　 喀 8 5．5　 洛

毯

期

蒸 発 水 分 1 晦 当 た り

燃 料 消 ヒ 皇 （ヱ ）

燃 料 ヱ 当 た り水 分 蒸 発 量

0．1 1 5 7 8 5 0．1 6 4 5 8 8．0 7 5 1 4 0．0 7 5 9 5

＝ 5　 毎 8．5 9 晦 1 5．5 ° 吻 1 5．1 8 昭

消　 費　 熱　 臭 くK C V 軸 ） 9 7 9こ9 9 8 5．5 d 2 5．9 8 2 7 2

閲 材　　　 料　　 水　　 分 8 1 多 8 8　 多 8 7　 多 8 5．5　 多

花

期

蒸 発 水 分 1 時 当 た り

燃 料 哨 ヒ 量 （且）

燃 料 ヱ 当 た り水 分 蒸 発 量

0．1 0 1 2 9 0．0 9 7 9 5 0．0 8 8 4 1 0．0 8 8 4 9

鼠8 7　 時 1 1．2 1 時 1 1．5 7　 吻 1 1．5 7 晦

消　 費　 熱　 量（X c l／昭 ） 8 d 4．2 8 5 （5．9 7 5 1．5 7 4 4．4

燃料1且当たりの水分蒸発量は，オーチヤードグラ

スくオーチヤードグラス十アカタローバ十ラジノクロ

ーバくオーチヤードグラス十ペレこアルライグラス十

ラジノクローパくオーチヤードグラス（80）＋ラジノ

グローパ（40）の順で，オ．ペ・ラ・混楢とオ．ラ．

の混播の差は認められなかった。

次に材料水分87番，7橘のときの4草種の横根性

能の結果は第5蓑のとおりである。

製品生産量87帝のときは，オーチヤードグラスく

オーチヤードクラス十アカタローバ十ラリノグローパ

くオーチヤードグラス十ラジノグローバくオーチャー・

ドグラス十べレニアルライグラス十ラジノタロ一パの

頓。76肇のときは，1オーチヤードグラスく

オーチヤードグラス十ペレエアルライグラス＋ラジノ

グ　ローバくオーチヤードグラス十アカ　タ　ローパ十

ラジノ　グ　ローバくオーチヤードグラス十ラジノクロ

ーバの結果で，78留のときの混播間の差は認められ

なかった。製品水分は，オーチヤードグラス十ベレエ

アルライグラス＋ラジノタロ－バの混播が10～15藤

と少なく，他革種は87感のときは18～19彩と多か

った。

5番草は2番革と同様な結果で，オーチヤードグラ

ス，単椿は葉の枯れ上がりが日だち．へイキューパー

の利用範田は，約2週間くらいしかなく十分緩枕性能

が発揮できなかった。

4番草のオーチヤードグラスとオーチヤードグラス
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十ベレニアルライグラス＋ラジノクローバ混播の比較　　は，第6表のとおりである。

第5表　材料水分と生産量

材　 料 革　　 櫨

オーチヤードグラス

オ ーチヤードグラス

アカクP －バ

オーチヤー ドグラス オーチヤードグラス

べレニアルライグラス

水　 分 項　　 目 ラジノタロ－バ ラジノグローパ ラジソ タロ－ヅミ

8 7 多

製　 品 生　 産　 量 （吻） 5 8 0．0 4 5 R 2 7 5 5 1．0 2 5 4 0、5 7

製　 品　 水　 分 （労） 1 8．2 1 9 0 1 8．0 1 5．0

カタ ログ値 対比 （労） 8 2．6 9 鼠8 1 1 5．4 4 1 1 ス 5 4

7 8 ％

製 品　 生 産 量 （良め 6 9 °．8 1，0 5 7 6 1，0 8 鼠2 9 9 8．8 9

製　 品　 水　 分 （秘） 1 1．5 1 2．5 1 4 0．0 1 0．0 0

カ タ P グ値 対比 （痴） 7 5．0 1 1・4．1 5 1 1 7 8 2 1 0 鼠8 9

第6表　機械性能と草種（4香草）

　　 草 種

項 目

オーチヤードグラス

オーチヤー ドグラス

べ レエアルライグラス

ラジノクローソミ

材　　 料　 水　 分
7 5 多 7 5 多

時 間 当 た り生 産 量
2 8 ス8 時 6 8 ヱ 7 昭

ク 水 分 蒸 発量

消 費 熱 量

熱 効 率

7 8 4 極 1，8 1 5．5 時

K c l K e l
1，5 2 2 7 2 5．5

4 5．9 解 8 0．1 7 帝

燃 料 且 水 分 蒸 発 量
8．8 7 7 吻 1 1，8 9 8 時

切　　　 断　　 長
4 。．＃ ち 5．7

2 6．5 ± 1 8．5

成

型

割

A

長 5 5 m m 以 上 1 4．1 1 5 5．0 5

5 2～ 2 0 ¶m 4 2．7 1 5 4．5 8

2 0 冊m 以 下 5 9 1 5 R 5 1

く　　　　 ず 4．0 5 1．5 0

lコ 計 1 0 0．0 0 1 0 0．0 0

オーチヤードグラスは10月下旬の霜害を受け集の

枯れ上がりが多く，切断長が長く，不ぞろいとなり

機械性能は，カタログ値の50痴前後に対し，混播は，

70喀以上で，11月上旬まで利用することができた。

4　ま　　と　　め

草種の成型の結果，オーチヤードグラス単播は出穂

期ころまで，混播すれば開花期ころまで利用期間を長

くすることができる。椀械性能と草種は，オーチヤー

ドグラスの単楢の検械性能がカタログ値の75～85車

に対し，マメ科混権の5革種は，カタログ値の100節

～117努と高くマメ科混播が良好であったが，へイキ

ューバの性能を発挿するには，マメ科20～50かこ保

持し，オーチヤードグラス，べレエアルライグラスを

ほぼ均一に保つような革種が良好と思われた。

さらに草種組合せ，栄養分析の結果を追求し後日報

告する。

イタリアンライグラス．の栽培に関する試験

1　膚種期と刈取時期の違いが耐雪性に及ぼす影響について

2　春膳における品種．系統の生産性について

藤田　　元・今　　　功・上野　司郎

（青森県　畜　試）

1　ま　え　が　き

本県における牧草地はオーチヤードグラスとラジノ

クローバの混播が大半である。イタリアンライグラス

は低温生長性が良く，かつ，初期生育が早いため少雪

地域や西南暖地では水田裏作，混播用に良く利用され

ている。しかし，本県においては横雪期間の長い地域

が・多く本草種の栽培は一般に行われていない。現在牧

草の給与期間の延長，水田転換畑への導入などの必要

性から本革種の利用が考えられるので，播睡期と刈取

時期が越冬に及ぼす影響および春棒における品種・系

統の生産性について検討した。


